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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】平成22年9月24日(2010.9.24)

【公表番号】特表2010-500130(P2010-500130A)
【公表日】平成22年1月7日(2010.1.7)
【年通号数】公開・登録公報2010-001
【出願番号】特願2009-524001(P2009-524001)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｂ  17/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｆ   2/84     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｂ  17/00    ３２０　
   Ａ６１Ｍ  29/00    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成22年8月4日(2010.8.4)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
心臓の左心房及び右心房間の組織構造内に形成される穴において、同穴を通して軸方向に
配向される軸を形成する穴内に少なくとも部分的に展開可能な拡張式医療装置であって、
　該組織構造内に展開された意図された状態にある場合に穴の軸に平行に配向されるか穴
の軸に沿って延在する平坦な構造体を呈するように構成され、第１の配向と第２の配向と
の間で移行するように調整され、且つ中央部と、少なくとも１つの基端アンカーと、少な
くとも１つの先端アンカーとを有するフレームを備え、
　前記中央部は、多セル構造体を形成する複数のストラットを備え、該少なくとも１つの
基端アンカー及び少なくとも１つの先端アンカーは、それぞれ中央部と同一平面内に位置
され、該少なくとも１つの先端アンカーは左心房内に延在し、該少なくとも１つの基端ア
ンカーは右心房内に延在する展開可能な医療装置。
【請求項２】
前記フレームは超弾性材料からなる請求項１に記載の医療装置。
【請求項３】
前記フレームは、第１の面に位置する前記平坦な構造体を呈するように構成され、前記フ
レームは、前記平坦な構造体の前記第１の面から外への運動に抵抗するように構成される
請求項１に記載の医療装置。
【請求項４】
前記中央部は、前記第２の配向よりも優先的に展開するように構成される請求項１に記載
の医療装置。
【請求項５】
前記少なくとも１つの先端アンカーは、中央部の先端部と協働する請求項１に記載の医療
装置。
【請求項６】
前記少なくとも１つの先端アンカーは、前記医療装置が組織構造内に配置されるとき、前
記医療装置の基端側への運動を低減するように構成される請求項５に記載の医療装置。
【請求項７】
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前記フレームと関連するとともに、前記内部組織の孔の中で組織の成長を促進する部材を
更に備える請求項１に記載の医療装置。
【請求項８】
前記部材はフレームの平坦な構造体から面の外へ（ｏｕｔ－ｏｆ－ｐｌａｎｅ）延在する
請求項７に記載の医療装置。
【請求項９】
前記部材は平面から外へ少なくとも０．５ミリメートル延在する請求項７に記載の医療装
置。
【請求項１０】
前記部材は発泡体からなる請求項７に記載の医療装置。
【請求項１１】
前記部材はポリマ材料からなる請求項７に記載の医療装置。
【請求項１２】
前記部材は、ポリ乳酸(polylactide )またはポリグリコリド(polyglycolide )またはコラ
ーゲンのうち少なくとも１つからなる請求項７に記載の医療装置。
【請求項１３】
前記部材は生体吸収性材料からなる請求項７に記載の医療装置。
【請求項１４】
前記部材は固定部材によって前記中央部に固定される請求項７に記載の医療装置。
【請求項１５】
前記部材は接着剤により前記フレームに接着される請求項７に記載の医療装置。
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